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新庁舎
現庁舎

〇 窓口・駐車場の利便性 
〇 執務空間などの機能性 
〇   柔軟性・経済性 

〇 窓口・駐車場の利便性 
〇 執務空間などの機能性 
〇   柔軟性・経済性 

新庁舎建設の
基本方針

〇 開かれた庁舎 
〇 省エネ・省資源 
〇   周辺環境・景観配慮

〇 開かれた庁舎 
〇 省エネ・省資源 
〇   周辺環境・景観配慮

〇 ユニバーサルデザイン
〇 プライバシー配慮
〇   市民利便機能
 

〇 ユニバーサルデザイン
〇 プライバシー配慮
〇   市民利便機能
 

〇 防災拠点としての機能 
〇 危機管理機能 
〇   セキュリティ対策 

〇 防災拠点としての機能 
〇 危機管理機能 
〇   セキュリティ対策 

ワークショップ実施風景 ワークショップアイデア

基本方針

環境ー土地の文脈ーを継承する庁舎

新庁舎建設の4つの基本方針と7つの機能

1.南側の高い地盤に配置する

2.合理的な形態によるコスト縮減

3.情報・防災庁舎との緊密な連携

新庁舎に求められる7つの機能

❶ 防 災 機 能
❷ 窓 口 機 能
❸ 執 務 機 能
❹ 議 会 機 能
❺ ア ー カ イ ブ 機 能
❻ 駐 車 場 機 能
❼ そ の 他 機 能

4.窓口が一望できる台形プラン

5.圧迫感の少ない四方正面の庁舎

　あたらしい市庁舎（以下「新庁舎」という）は、『心安らぐ幸せ実感都市 は
しま』を実現する基点となり、市民の交流の場となることを目指し、この新庁
舎建設がまちの活性化の大きな契機となることが大切です。

　また、本市の歴史やまちの特徴を読み解き、それを現在の土地のポテン
シャルに活かし、敷地の特性を考えて、新庁舎の計画に継承することが重要
と考えます。

　さらに、本市の財産といえる、本庁舎（以下「現庁舎」という）の池や緑豊
かな庭を活かしたあたらしい広場『市民の庭』を中心とした新庁舎は、市民
と共にこれからの本市のまちづくりを考えるきっかけにしたいと考えます。

●本市には長い水害の歴史があります。
新庁舎は敷地南側の高い地盤面に計画
し、冠水被害を受けにくい安全な庁舎と
します。

●情報・防災庁舎と２階の渡り廊下で接
続し、災害時には新庁舎と災害対策本部
が緊密に連携できる計画とします。保健
センターとも連携することで、既存庁舎
を最大限に活かした計画とします。

●「市民ロビー」に面してV字型に執務空
間を設けます。窓口が一望できる見通し
の良いV字型のカウンター窓口により、
市民の利便性が向上します。

●市民窓口を集約する上でも、また関連
する部署を連携させる上でも、互いに至
近の距離に配置することが可能となり、
業務の効率化を図ります。

●吹抜け回りの動線も短く、コンパクトな
平面計画を実現します。

6.市民と共につくり育む庁舎
●親しみがもて、誇りに思える新庁舎を実
現するために、市民が主体的にアイディ
アを出し合う場であるワークショップを
開催し、「自分たちがつくる」参加意識を
高め、愛着と親しみがもてる施設を実現
します。

●正三角形スパンとすることで、柱の本数
が少なく、自由度の高い無柱の平面計画
を可能とするとともに、杭本数の縮減や
免震装置の縮減を実現し、合理的なコス
ト縮減を図ります。

●鉄骨造にすることで軽量化を図り、基礎
を最小限とすることで、土工事と仮設費
削減にも配慮します。

●コンパクトな形態は、壁面の圧迫感を低
減し、全ての方向からの見え方に配慮し
た形態となります。どこから見ても本市
のあたらしいランドマークとなる庁舎を
目指します。

※これはイメージパースです。計画段階で変更になる可能性があります。

柱：18 本柱：30 本

柱：20 本
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5F 機械室

4F 議場・関連諸室 傍聴ロビー 会議室・倉庫

3F 市長室 総務部 企画部 教育委員会事務局 会議
更衣
倉庫

2F
農業

委員会
産業振興部 建設部 水道部 環境部 市民部 会議

更衣
倉庫 ←←→

1F 市民部 健幸福祉部
更衣
倉庫

保健センター

保健センター

保健センター情報・防災庁舎

共用部

監査委員事務局
議会事務局

税務課

市民活用
スペース

収納課・
会計課

災害対策本部室

情報推進担当

危機管理課

※これはイメージパースです。計画段階で変更になる可能性があります。

・敷地：岐阜県羽島市竹鼻町 5 5 番 地
・用 途 地 域：第 二 種 住 居 地 域、準工業地域
・防火地域：指定なし
・敷地面積：約 2 2 , 0 0 0 ㎡
・建 ぺ い 率：6 0 ％
・容 積 率：2 0 0 ％
・日影 規 制：道 路 斜 線（勾 配 1 . 2 5 　 適 用 距 離 2 0 ｍ ）
             
・高 度 地 区：指 定 なし
・駐 車 台 数：約 2 5 0 台

計画概要1

事業スケジュール

フロア概要

配置計画
■敷地概要

( 建 築 基 準 法 第 2 2 条 区 域 )

・建 築 面 積：約 2 , 7 0 0 ㎡
・延 床 面 積：約 9 , 8 0 0 ㎡
・構 造 種 別：鉄 骨 造（免 震 基礎構造）
・階数：地上 5 階

■建築概要❶あたらしい「市民の庭」をつくる
緑豊かな庭と池のある現庁舎は、市民にとって、
永く思い出に残る風景となっています。この庭と池
の魅力を最大限に活かして市民のあたらしい憩い
の場となる「市民の庭」を計画します。

0.5~1.0m程度の浸水可能性に備え、高い地盤に
新庁舎を計画し、底盤面を地下水位より高くし、免
震ピットへの湧水の侵入を防ぎます。

・市民ライフイベントに根差した関係各課を1~2階へ集約配置し、市民サービスの向上を図ります。
・情報・防災庁舎への連絡通路を2階に確保し、有事の際、新庁舎との迅速な連携を可能とし、将来的な災害対策機
能の更新移設も可能な計画とします。
・各階に会議室・相談室・倉庫等を適切に配置し、市民向けのきめこまかな対応を可能とします。
・議会は十分な傍聴スペースを確保し、市民への開かれた議会を確立します。

　2020年度中の新庁舎本体工事完了のスケジュールを達成するために、フロントローディング型の設計手法を導入
し、手戻りのない設計進捗を実践します。また、市民ワークショップなど、幅広く市民の方々からの意見を取り入れた
新庁舎建設とすることで本市の新たな市民サービスの拠点を創ります。

❸駐車場を最大限に確保
新庁舎を南側に配置することで、敷地北側に広

い駐車場を確保し、将来の自由度が高い計画とし
ます。特に来庁者駐車場（約150台）は北西にまとめ
て確保し、利便性の高い駐車場計画とします。

また、新庁舎建設中の既存庁舎利用者の動線を
考慮し、来庁者の車両動線や駐車場を確保します。

❷高い地盤に建物を集約

❺『市民活用スペース』の多様なあり方
内外のひろばを関連付けて賑わいを生み出すこ

とで、『市民の庭』や『市民ロビー』を活用し、様々な
イベントで『市民の庭』をPRできるように、魅力ある
『市民の庭』を整備します。

❹不整形な敷地形状を活かしたコンパクトな庁舎
「市民の庭」や駐車場、情報・防災庁舎との関係
や動線に配慮するとともに、不整形な敷地形状を
最大限に活かした合理的な建物配置とします。

※1

※1.フロントローディング型の設計手法：設計初期の段階に負荷をかけ、作業を前倒しで進めることで、事前に設計検討や問題点の改善を図るこ
　とにより、早い段階で設計品質を高めることが可能となる設計手法。

隣地斜線（勾配 1 . 2 5 　    立 上り2 0 ｍ ）
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光庭光庭

機械室機械室
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会議室会議室
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相談室相談室
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入口入口 倉庫・車庫倉庫・車庫

執務室執務室
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相談室相談室

相談室相談室

市民ロビー市民ロビー
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市民活用
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市民活用
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吹抜吹抜

吹抜吹抜

吹抜吹抜
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情報・防災庁舎情報・防災庁舎
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・
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・
会議室
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・
物品庫
・
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議場

会議室

廊下廊下

廊下

廊下
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廊下

風除室

デッキ

デッキ
光庭

トップ
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設備室

太陽光発電パネル

会議室

執務室

執務室

執務室

井水貯留槽

市民ロビー

免震ピット
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⑦

⑧

②

③

④

⑤
⑥

■豊富な地下水利用
・効率の良い井水利用ヒートポンプや放射パネルな
どの利用により効率良く地下水を利用し、使用水を
散水・トイレ洗浄水に利用
・土中の恒温性を利用して、外気を免震ピットから取
ることにより外気負荷を大幅に削減

■敷地環境に適した建築手法
・方位に適した日射制御を行う
　直達日射を抑制し、反射光を取り入れる
　北面は安定した採光を確保する
・ナイトパージ
　夏季、夜間に冷えた外気を室内に取込み躯体を冷
やし、冷房の立上りエネルギーを抑制

■恵まれた日射エネルギー活用
・日照時間の長い地域特性を活かした太陽光発電
・デシカント外調機の再生熱にコージェネレーショ
ン排熱を利用

■卓越風（東南東）による自然換気取入れ
・ウィンドキャッチャー、エコボイドを介した自然換気促進

■断熱強化
・断熱材厚増大、複層ガラスを採用

■電力のデマンドレスポンス制御
・ピークカットによるデマンドの抑制

■天井放射冷暖房の採用
・天井放射冷暖房の採用により、熱利用
の高効率化、搬送動力の軽減により、エ
ネルギー削減を図る

■緑化駐車場の採用

■エネルギーマネジメント
・部署毎にエネルギー消費量を集計・比較し、
　省エネルギー化へのガイドラインを作成

■超節水型衛生器具
・洗浄水量の大幅な削減

■全館LED照明
 ・ 人感センサー・昼光センサー、スケジュ
　ールによる制御

■深化拡張型「羽島BEMS」
・運用改善方法をナビゲーション

①⑦

⑧

②

③

④

⑤

⑥

計画概要2

立面計画平面計画

断面計画

・「開かれた庁舎」を実現するために、駐車場・市民の庭が広がる北側にむけて開放的なガラスファサードとします。
・各方位面の外皮は環境負荷に応じた日射遮蔽対策（ロールブラインド、縦ルーバー等）をすることで良好な執務・ロビ
ー環境を生み出す計画とします。
・南東面、南西面の執務ゾーンは、大きさを制御した開口部とし、特に南西面の日射負荷の高い執務室ゾーンについては
縦ルーバーで直達日射の侵入を抑えつつ明るく快適な執務環境とします。

・機械室・電気室

・自家発電機（72時間対応）

5F

・議場、傍聴ロビー

・正副議長室

・議員控室、会派室、大・小委員会室

・会議室、書庫、物品庫

・議会事務局議会総務課

・監査委員事務局監査課

4F

・市長室、副市長室、市長公室

・市長室：秘書広報課

・企画部：財務課、総合政策課

  市民協働課

・総務部：総務課、管財課、行政検査室

  職員課、新庁舎建設推進課

・教育長室

・教育委員会事務局：教育総務課、学校教育課

  生涯学習課、スポーツ推進課

・会議室

3F

・農業委員会事務局

・産業振興部：農政課、商工観光課

・建設部：土木監理課、都市計画課

  区画整理課

・水道部：水道課、下水道課

・環境部：生活環境課、環境事業課

・市民部：生活交通安全課、市民相談室

・市民活用スペース

2F

・市民部：市民課、保険年金課

・健幸福祉部：福祉課、高齢福祉課

  子育て・健幸課

・総務部：税務課、収納課

・会計：会計課

1F

・周辺環境になじむよう、階高を抑えた5層低層構成とすることで圧迫感を軽減します。

・1階から最上階までエコヴォイドとなる空気の通り道をつくることで、年間を通しての快適な執務空間を実現します。

北側立面図

ガラスファサード
水平庇

※2

※2

※2.ガラスファサード：ガラスの性能・効果を生かした建物の外観

※3.エコヴォイド：吹き抜け空間を利用した、空気の上昇気流による自然換気を推進するシステム

※3
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2F

2F

2F

2F

3F

光庭光庭
市長室
部門
市長室
部門災害対策本部

※将来対応
災害対策本部
※将来対応

倉庫倉庫

階段動線　　  ：
緊急時連携動線：

【凡例】

EV 動線　　     ：

執務室執務室

執務室執務室

吹抜吹抜

保健
センター

情報・防災庁舎情報・防災庁舎
（災害対策本部）（災害対策本部）

プライバシー
セミ

プライベートパブリック

●情報・防災庁舎との間に発生する風が台形により緩和
   （長方形では近隣まで影響）

●近隣への影響が少ない範囲は台形の方が広い
●敷地内の風は植栽等により緩和可能

C

B

Ａ

Ａ

B
C

現庁舎
風向

新庁舎

Ａ

B
C

現庁舎
風向

新庁舎

強

弱

強

弱

地上
地下

井水貯水槽 雑用水槽

井水（入）

公共下水道

トイレ洗浄水

空調機 植樹潅水
中温利用空調（天井・床輻射）

井水利用HP

 
 

×

×

×

×

：日常時・災害時使用 ：日常時使用・災害時停止：日常時使用・災害時停止
：日常時停止・災害時使用

羽
島
市
新
庁
舎
災
害
時
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

電
気
系

熱
源
系

給
排
水
系

通
信
系

通信

下水

上水

電気
太陽光
油
中圧ガス

地下水

太陽熱

被害

放流停止

供給停止

二重化

供給停止
二重化

屋外マンホールトイレ

上水受水槽

雑用水受水槽

緊急汚水槽

受変電設備

非常用発電機

コージェネGE

地下水利用ヒートポンプ

空気熱源ヒートポンプ

デシカント外調機

排無

衛星電話
防災無線

7日分貯留

7日分備蓄

７日分備蓄

蓄
熱
槽

各段階を通じての一貫したエネルギーマネジメント

企画・計画 設計 施工 監理・検査 運用・保全 改修計画

設計者 施工者 羽島市
PLAN PLANDO CHECK ACTION

LCEM(ライフサイクルエネルギーマネジメント）体制の構築実現とその活用
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計画概要3

新庁舎建設に求められる4つの基本方針
1.安全・安心な庁舎

2.利用しやすい庁舎

3.まちづくりに貢献する、環境にやさしい庁舎

4.効率的・機能的な庁舎

❶防災拠点としての機能 :
【耐震性確保、浸水対策、ライフライン強化、備蓄体制の整備】

・台形の建物形状は正三角形スパンを基準とした合理的な構造計画とし、
免震基礎構造にすることで耐震性確保と業務継続が可能な計画とします。
・防災備蓄倉庫及び支援物資ストックヤードを設置します。
・現庁舎よりも高い、南側の敷地に建設することで浸水しにくいレベル
設定とします。万が一の免震ピット層への浸水対策として、免震装置の
設置高さの工夫とポンプアップにより排水対応を行います。

 ❷危機管理機能 :
【情報通信機能の確保（情報・防災庁舎）、 非常用電源設備の設置】

・情報・防災庁舎にある情報通信機能を活用、新庁舎と情報・防災庁舎
には渡り廊下を設け、新庁舎との連携を図ります。
・インフラ断絶等の災害時でも運用が可能な計画とし、非常用発電機
（72 時間の燃料備蓄）を設け、給排水設備や電気設備にはバックアップ
機能を持たせます。

 ❸セキュリティ対策 :
【平面ゾーニング・動線計画の工夫、入退室等のセキュリティ強化】 

・電気錠設備や監視カメラ、録画によるセキュリティの強化を図ります。
・閉庁時のイベント開催時には、便所・授乳室などが利用可能なセキュリティ
計画とします。

❷省エネ・省資源 :
【自然エネルギーの活用など省エネ技術の導入、環境負荷の低減】
・地下資源を有効に活用し、井水利用等、自然エネルギー利用による省エネ
ルギー化を図ります。
・免震ピットに外気取入空気をくぐらせて冷やすこと（クールピット）によ
り空調外気負荷を低減し、トータル熱源容量を下げた空調システムとするこ
とで、イニシャル・ランニングコストの削減に配慮します。
・超高効率変圧器の採用、LED照明 +照明制御（昼光利用）により省エネル
ギー化を図ります。

❶開かれた庁舎 :
【情報コーナーの設置、多目的スペースや憩いの場等】
・市民の庭に向かって開かれた市民ロビーは待合スペースとしてだけでなく、
ロビーコンサート、選挙時の期日前投票スペース、飲食可能なスペースなど、
多様な活用ができる空間とします。
・市政情報や羽島のみどころ、各団体の活動情報などを発信する情報コーナー
を 1・2階に配置検討します。

❸周辺環境・景観配慮 :
【周辺地域を踏まえた施設計画、緑化や広場など、デザイン面の配慮】
・北西側に頂点を向けた建物形態は、一般的な四角形の建物と比べ、南東側
の近隣住宅に対して、冬の北西風の影響を低減します。
・5階に抑えた建物ボリュームにより、「市民の庭」や駐車場への日影の影響
に配慮した計画とします。

❸柔軟性・経済性 :   
【フレキシビリティの確保、ライフサイクルコスト（LCC）への配慮】
・執務室は、見通しのよい V字型に開いたエリアに大きくひとまとまりと
し、将来の組織改編に柔軟に対応できるユニバーサルレイアウトとします。
・衛生器具は節水型を採用し、水の使用量を減らします。
・「羽島 BEMS」を構築し、データ分析を適切に行い、運営管理者に各種
アドバイスを提供することで、最適な保全計画を推進できる計画とします。

❷執務空間などの機能性 :
【適正な執務室・会議スペースの確保、書庫、 更衣室、休憩スペース等の充実】
・職員用階段を執務室の中央に設置し、上下階の動線を短くするとともに、階段付近に
コミュニケーションコーナーや会議スペースを設け、職員同士の連携を効率化します。
・各フロアに更衣室を配置し、休憩室（休養室）も男女別に設けることで、
最良な市民サービスをバックアップします。

❶窓口・駐車場の利便性 :
【総合案内の設置、窓口サインや関連窓口配置、待合ロビーの工夫、駐車場の確保】
・窓口カウンターは車椅子でも利用しやすいローカウンターを基本とします。
・窓口に面して待合スペースを配置、オープンコーナーには打合せができる
テーブルセットを配置し、利用者の利便性を高めます。
・ライフイベントに配慮した市民利用の多い窓口は 1・2階に集約配置します。

❷プライバシー配慮 :
【相談室の設置、ブースや仕切りのある窓口カウンターの工夫】
・オープンな空間の中に適切な執務スペースを配置しながら、セキュリティ
やプライバシーにも配慮した相談室を設け、効率化と福利厚生を両立した
ゾーニング計画とします。
・各フロア執務室の両端に相談室を設置してプライバシーに配慮します。

❸市民利便機能 :
【市民活用スペース、飲食スペース・ 売店・ ATMコーナーなどの利便機能】
・従来の市庁舎機能だけでなく、市民の活動をサポートする場、市民の
交流を促す場として地域に開かれた市民活用スペースを 2階に設けます。

❶ユニバーサルデザイン :
【庁舎内外の移動空間、トイレなどの行為空間における工夫や配慮】
・階段とエレベーターを視認性の良い位置に配置し、目的の場所へ
スムーズに移動できる計画とします。
・各階には多目的トイレを設置します。
・来庁者の多い 1階に授乳やオムツ交換のできるスペースを設置します。
・多言語表記やデジタルサイネージ（省エネ案内）、音声誘導設備による
障がい者にも配慮した分かりやすいサイン計画とします。
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